
は
じ
め
に

明
治
時
代
初
期
か
ら
始
ま
る
政
府
主
導
の
近
代
的
博
物
館
創
設
の
動
き
は
、
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
及
び
国
立
科
学
博
物
館
の
成
立
と
い
う
結
果
に
帰
着
し
た
。

そ
の
た
め
、
博
物
館
創
立
期
、
と
り
わ
け
創
立
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
は
、『
東

京
国
立
博
物
館
百
年
史
（
１
）』
や
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史

資
料
編
（
２
）』
に
依
拠
し

て
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
博
物
館
関
係
の
法
令
を
中
心
に
両

館
の
成
立
過
程
を
描
い
た
椎
名
仙
卓
氏
の
研
究
（
３
）、
博
物
館
誕
生
に
お
い
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
町
田
久
成
氏
に
注
目
し
て
博
物
館
の
発
展
過
程
を
論
じ
た
関
秀

夫
氏
（
４
）や
一
新
朋
秀
氏
（
５
）の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
収
録
史
料
が

膨
大
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史

資
料
編
』
は
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、『
資
料
編
』
以
外
の
史

料
発
掘
に
つ
い
て
、
自
覚
的
に
追
求
さ
れ
て
き
た
と
も
言
い
が
た
い
。

明
治
六
年
三
月
の
文
部
省
博
物
館
と
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
事
務
局
の
合
併
は
、

以
降
の
博
物
館
の
発
展
や
、
そ
の
方
向
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
一
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
こ
の
合
併
要
因
は
十
分

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
関
係
史
料
が
な
か
っ
た
と
い

う
事
実
が
あ
ろ
う
（
６
）。
諸
研
究
で
は
、
合
併
当
時
の
時
代
背
景
や
状
況
証
拠
に
よ
っ

て
理
由
が
推
察
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
将
来
の
博
物
館
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
（
７
）、

人
事
や
経
費
の
点
に
お
い
て
合
理
的
か
つ
経
済
的
で
あ
る
か
ら
（
８
）、
正
院
中
心
に
博

覧
会
を
開
い
て
明
治
政
府
の
権
威
を
示
す
た
め
（
９
）、
な
ど
が
あ
る
が
、
推
測
の
域
を

出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
五
年
作
成
と
思
わ
れ
る
、
と
あ
る
史
料

に
よ
れ
ば
、
別
の
博
物
館
構
想
に
支
え
ら
れ
た
合
併
理
由
が
存
在
し
た
。

本
稿
は
、
大
隈
文
書
所
収
の
一
史
料
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
文
部
省
博
物
館
と

ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
事
務
局
合
併
の
理
由
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
同
史
料
の

分
析
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
明
治
初
期
に
お
け
る
博

物
館
構
想
に
光
を
当
て
た
い
。

明
治
初
期
に
お
け
る
博
物
館
構
想

―
―
大
隈
重
信
関
係
文
書
「
博
物
館
創
立
案
」
を
中
心
に
―
―

三

村

佳

緒

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
二
号

二
〇
一
八
年
三
月
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第
一
節

明
治
初
期
に
お
け
る
博
物
館
創
立
過
程

は
じ
め
に
、
当
該
期
に
お
け
る
、
博
物
館
創
立
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
動
き

を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
近
代
博
物
館
が
構
想
さ
れ
た
契
機
に
は
三
つ
の
要
素
が
関

係
し
て
い
た
。
第
一
に
、
現
在
の
東
京
国
立
博
物
館
の
直
接
の
淵
源
と
な
っ
た
文

部
省
博
物
局
の
存
在
で
あ
る
。
第
二
に
、
文
化
財
保
護
思
想
の
端
緒
と
も
い
う
べ

き
、
古
器
旧
物
保
存
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
博
物
館
と
い
う
箱
も
の
を
建
設

す
べ
き
だ
、
と
は
っ
き
り
示
さ
れ
た
の
は
、
古
器
旧
物
の
保
存
の
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
代
化
を
急
ぐ
明
治

政
府
が
博
物
館
設
立
の
た
め
に
予
算
を
捻
出
し
た
背
景
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
参

加
と
い
う
時
期
的
な
要
請
が
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
以
上
の
三
つ
の
要
因
に
そ
っ

て
、
明
治
四
年
か
ら
六
年
頃
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
歴
史
状
況
を
概
観
す
る
。

（
一
）
文
部
省
博
物
局
の
成
立

今
日
我
々
が
考
え
る
博
物
館
、
つ
ま
り
期
間
限
定
で
は
な
い
常
設
の
展
示
施
設

が
日
本
に
初
め
て
で
き
た
と
さ
れ
る
の
が
、
明
治
五
年
三
月
文
部
省
博
物
局
が
文

部
省
博
物
館
の
名
の
も
と
に
湯
島
聖
堂
大
成
殿
に
お
い
て
博
覧
会
を
開
催
し
た
時

で
あ
る
（
１０
）。
こ
の
文
部
省
博
物
局
の
淵
源
と
な
っ
た
の
が
、
明
治
三
年
九
月
六
日
大

学
南
校
に
お
か
れ
た
物
産
局
で
あ
り
（
１１
）、
以
後
、
同
日
物
産
局
に
着
任
し
た
田
中
芳

男
、
そ
の
四
日
前
の
九
月
二
日
に
大
学
大
丞
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
町
田
久
成
が
中

心
と
な
っ
て
博
物
館
創
設
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。

物
産
局
は
専
ら
物
産
の
調
査
収
集
に
従
事
し
、
明
治
四
年
五
月
一
四
日
か
ら
二

〇
日
に
招
魂
社
（
靖
国
神
社
）
境
内
で
「
物
産
会
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当

初
「
大
学
南
校
博
物
館
」
の
名
で
「
博
覧
会
」
と
し
て
開
催
す
る
計
画
で
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
「
物
産
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
同
年
七
月
一
八
日
、
大
学

が
廃
止
さ
れ
文
部
省
が
設
置
さ
れ
る
と
、
九
月
二
五
日
、
物
産
局
は
「
博
物
局
」

と
名
を
か
え
て
文
部
省
内
に
置
か
れ
た
。
文
部
省
が
設
置
さ
れ
た
時
点
で
町
田
久

成
は
文
部
大
丞
を
、
田
中
芳
男
は
同
年
七
月
中
に
文
部
省
七
等
出
仕
を
仰
せ
付
け

ら
れ
て
い
る
。
文
部
省
博
物
局
は
明
治
四
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
、
南

校
時
代
に
博
覧
会
の
名
で
開
こ
う
と
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
博
覧
会
を
大
成
殿
で

開
こ
う
と
す
る
が
開
催
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
実
現
は
翌
五
年
三
月
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
文
部
省
博
物
館
に
よ
る
初
め
て
の
博
覧
会
は
明

治
五
年
三
月
一
〇
日
か
ら
四
月
三
〇
日
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

た
。
明
治
五
年
二
月
一
四
日
に
布
達
が
発
せ
ら
れ
た
が
、
以
下
が
布
達
文
の
冒
頭

部
分
で
あ
る
。（
内
容
は
、
日
付
を
改
め
た
以
外
、
前
年
九
月
に
用
意
し
た
布
達

案
と
全
く
同
一
で
あ
る
。）

博
覧
会
ノ
旨
趣
ハ
天
造
人
工
ノ
別
ナ
ク
宇
内
ノ
産
物
ヲ
蒐
集
シ
テ
其
名
称
ヲ

正
シ
其
用
ヲ
弁
シ
人
ノ
知
見
ヲ
広
ム
ル
ニ
在
リ
、
就
中
古
器
旧
物
ニ
至
テ
ハ

時
勢
ノ
推
遷
制
度
ノ
沿
革
ヲ
追
徴
ス
可
キ
要
物
ナ
ル
ニ
因
リ
嚮
者
御
布
告
ノ

意
ニ
原
キ
之
ヲ
羅
列
シ
テ
世
人
ノ
放
観
ニ
供
セ
ン
ト
欲
ス
（
後
略
（
１２
））

博
覧
会
の
趣
旨
の
後
に
は
、
特
に
古
器
旧
物
を
取
り
上
げ
「
御
布
告
ノ
意
ニ

原
」
い
て
こ
れ
を
展
示
し
た
い
と
述
べ
る
。
こ
の
「
布
告
」
と
は
明
治
四
年
の
古

器
旧
物
保
存
の
布
告
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
博
物
館
設
置
に
は
古
器
旧
物
の
保
存
、
つ
ま
り
文
化
財
保
護
の
思
想
が
深

く
関
わ
っ
て
い
た
。

（
二
）
古
器
旧
物
の
保
存

明
治
初
頭
、
文
明
開
化
の
名
の
下
に
歴
史
的
伝
統
的
な
も
の
を
破
壊
す
る
風
潮

が
存
在
し
た
。
急
速
な
西
洋
文
化
の
流
入
に
伴
い
、
旧
物
破
壊
が
な
く
て
は
文
明

開
化
は
な
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
蔓
延
し
、
ま
た
、
神
仏
分
離
令
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
各
地
で
小
規
模
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
寺
院
や
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僧
侶
の
排
斥
運
動
、
い
わ
ゆ
る
廃
仏
毀
釈
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

文
化
財
の
破
壊
に
拍
車
を
か
け
た
。
結
果
と
し
て
、
明
治
元
年
よ
り
九
年
頃
ま
で

全
国
各
地
の
寺
院
の
破
却
が
相
次
ぎ
、
数
多
く
の
貴
重
な
古
文
書
・
文
化
財
が
失

わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
え
、
大
学
は
太
政
官
弁
官
に
対
し
て
明
治
四
年
四
月
二

五
日
「
集
古
館
」
の
建
設
を
献
言
す
る
（
１３
）。
す
な
わ
ち
、
欧
州
の
実
情
も
よ
く
知
ら

ぬ
ま
ま
「
厭
旧
尚
新
」
の
風
潮
に
流
さ
れ
て
天
下
の
宝
物
が
毎
日
の
よ
う
に
遺
失

し
て
い
る
の
は
、
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
に
は
古
器
旧
物
を
保
存
す
る

た
め
の
施
設
「
集
古
館
」
が
あ
り
、
昔
の
制
度
文
物
を
考
証
す
る
の
に
役
立
て
て

い
る
、
と
指
摘
し
日
本
に
も
こ
れ
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
古
器
旧
物

の
保
存
の
た
め
に
以
下
の
三
点
が
必
要
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。
�
集
古
館
の

建
設
、
�
財
政
的
に
困
難
な
ら
ば
、
応
急
措
置
と
し
て
各
地
方
へ
古
器
旧
物
の
保

全
を
布
告
す
る
、
�
専
任
者
を
任
命
し
、
器
物
を
模
写
・
集
成
さ
せ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
約
一
ヶ
月
後
の
五
月
二
三
日
に
は
古
器
旧
物
保
存
に
つ
い
て

の
太
政
官
布
告
が
出
さ
れ
る
。
先
の
献
言
に
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
古
器
旧
物

が
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
惜
し
む
べ
き
こ
と
と
し
、「
各
地
方
ニ
於
テ
歴
世
蔵

貯
致
居
候
古
器
旧
物
類
別
紙
品
目
之
通
細
大
ヲ
不
論
厚
ク
保
全
（
１４
）」
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
て
、
各
府
県
は
管
内
の
社
寺
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
物
の
品
名
・
所
蔵

者
を
記
載
し
た
も
の
を
、
所
管
官
庁
を
通
じ
て
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
各
府
県
で
宝
物
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
計
画

さ
れ
た
の
が
明
治
五
年
三
月
の
博
覧
会
で
あ
り
、
そ
の
布
達
に
は
古
器
旧
物
保
全

の
精
神
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
文
部
省
博
物
局
に
よ
る
博
覧
会
が
終
了
し
た
後
、
町
田
久
成
は
太
政

官
よ
り
社
寺
宝
物
調
査
の
た
め
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
五
年
五
月
二
七
日
か
ら

一
〇
月
一
日
ま
で
の
約
四
ヶ
月
間
に
亘
っ
て
、
名
古
屋
、
伊
勢
、
大
津
、
京
都
、

大
阪
、
奈
良
な
ど
を
巡
行
し
、
待
望
の
正
倉
院
宝
物
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。
こ

の
時
の
様
子
は
、
調
査
に
同
行
し
た
蜷
川
式
胤
の
日
記
『
奈
良
の
筋
道
』
に
詳
細

に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
古
器
旧
物
を
把
握
し
登
録
す
る

た
め
、
一
つ
一
つ
を
模
写
、
も
し
く
は
写
真
撮
影
し
、
名
称
と
所
有
者
を
合
わ
せ

て
記
録
す
る
、
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

大
学
献
言
で
提
案
し
た
三
点
目
が
実
際
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
調
査
が

町
田
に
託
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
の
名
で
出
さ
れ
た
献
言
は
町
田
を
中
心
と
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１５
）。
博
物
館
の
創
始
者
た
る
町
田
の
中
で
、
古
器
旧
物

の
保
護
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
と
文
部
省
博
物
局

明
治
四
年
九
月
に
一
度
中
止
さ
れ
た
文
部
省
博
覧
会
は
、
同
年
一
二
月
二
四
日

に
、
翌
明
治
五
年
三
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
明
治
六
年

に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
万
博
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
、
文
部
省
博
覧
会
を
開
く
こ
と
に

な
っ
た
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
万
博
へ
の
参
加
は
、
明
治
四
年
二
月
五
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ヘ
ン

リ
ー
・
ガ
リ
ッ
チ
が
政
府
に
対
し
、
一
八
七
三
年
に
開
か
れ
る
予
定
の
万
国
博
覧

会
へ
の
参
加
を
要
請
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
年
一
一
月
に
外
務
卿
副
島
種
臣
と

外
務
大
輔
寺
島
宗
則
と
の
三
者
会
談
に
お
い
て
参
加
が
具
体
化
し
、
一
二
月
一
四

日
に
参
議
大
隈
重
信
、
寺
島
、
大
蔵
大
輔
井
上
馨
の
三
名
が
澳
国
博
覧
会
御
用
掛

を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
し
て
翌
年
一
月
八
日
、
太
政
官
正
院
に
澳
国
博
覧
会
事
務
局
が

置
か
れ
た
（
１６
）。

こ
の
時
、
町
田
久
成
と
田
中
芳
男
の
両
名
は
明
治
五
年
一
月
五
日
付
け
で
御
用

掛
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
一
月
一
八
日
付
の
文
部
省
か
ら
太
政
官
へ
の
伺
い
で
は
、

「
今
般
澳
地
利
国
博
覧
会
ヘ
皇
国
産
物
出
航
ノ
儀
被
仰
付
候
ニ
付
当
省
博
物
局
ニ
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テ
専
ラ
右
取
調
ニ
相
掛
（
１７
）」
っ
て
お
り
、
来
る
三
月
に
は
博
物
局
博
覧
会
で
陳
列
す

る
つ
も
り
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
陳
列
場
造
営
の
た
め
に
千
円
を
下
付
し
て
欲
し

い
と
願
い
で
て
い
る
。
こ
の
伺
い
は
翌
月
裁
可
さ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
分
か
る
通

り
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
参
加
に
際
し
て
出
品
物
収
集
な
ど
の
準
備
作
業
が
可
能
な
人

材
が
揃
っ
て
い
た
の
は
文
部
省
博
物
局
で
あ
り
、
以
後
文
部
省
博
物
局
と
博
覧
会

事
務
局
は
ほ
ぼ
一
体
と
な
っ
て
互
い
に
関
連
し
つ
つ
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
明
治
六
年
三
月
に
至
っ
て
、
博
覧
会
事
務
局
と
文
部
省
博

物
局
の
合
併
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

蜷
川
式
胤
は
日
記
に
、
ウ
ィ
ー
ン
万
博
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
墺
国
博
覧
会
の
為
に
我
国
の
博
覧
会
の
助
と
な
り
而
、
会
計
の
満
る
や
、

品
物
の
集
る
や
、
且
は
内
外
博
覧
会
の
為
ニ
東
大
寺
の
正
倉
院
を
開
く
る
事

ニ
相
成
る
（
後
略
（
１８
））

こ
の
記
述
は
万
博
が
当
時
果
た
し
た
役
割
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
万

博
は
、
近
代
産
業
の
育
成
や
貿
易
拡
大
な
ど
に
資
す
る
重
大
な
国
家
事
業
で
あ
り
、

政
府
は
乏
し
い
財
源
の
中
か
ら
約
五
〇
万
円
を
支
出
し
た
。
万
博
へ
の
出
品
物
を

集
め
る
と
い
う
名
の
下
に
、
文
部
省
博
物
局
は
国
内
各
地
か
ら
多
く
の
物
品
を
集

め
、
社
寺
の
宝
物
調
査
を
行
う
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、

万
博
へ
の
参
加
は
日
本
の
博
物
館
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
万
博

の
事
務
副
総
裁
を
務
め
た
佐
野
常
民
が
そ
の
報
告
書
の
中
で
「
夫
博
覧
会
ハ
博
物

館
ト
ソ
ノ
主
旨
ヲ
同
ク
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
（
中
略
）
大
博
覧
会
ハ
博
物
館
ヲ
拡
充

拓
張
シ
之
ヲ
一
時
ニ
施
行
ス
ル
ニ
過
キ
ス
故
ニ
常
ニ
相
須
テ
相
離
レ
サ
ル
モ
ノ
タ

リ
（
１９
）」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
博
物
館
と
博
覧
会
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。

本
節
で
は
創
設
期
の
博
物
館
史
を
概
観
し
た
。
次
節
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上

で
、
本
稿
で
着
目
す
る
史
料
の
分
析
を
行
う
。

第
二
節
「
博
物
館
創
立
案
」
分
析

（
一
）
起
草
時
期

本
稿
で
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
大
隈
文
書
所
収
「
博
物
館
創
立
案
」（
イ14

A
4260

、
以
下
「
創
立
案
」）
で
あ
る
（
２０
）。「
創
立
案
」
は
、
文
部
省
罫
紙
六
丁
に
わ
た

り
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
作
成
者
・
宛
先
・
作
成
年
月
日
の
記
載
は
な
い
。

そ
の
た
め
本
史
料
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
作
成
者
・
作
成
時
期
を
推
定
す
る
こ

と
が
必
須
と
な
る
。（
以
下
、「
創
立
案
」
引
用
に
あ
た
り
適
宜
読
点
を
補
っ

た
。）今

般
外
櫻
田
へ
博
覧
場
建
設
ニ
相
成
、
邦
内
産
物
ハ
勿
論
諸
製
造
品
ニ
至
マ

デ
相
備
リ
候
処
、
尚
追
々
精
密
諸
説
編
成
等
可
致
場
合
ニ
有
之
、
既
ニ
文
部

省
中
博
物
館
ノ
設
有
之
候
処
其
事
業
同
一
ノ
物
ニ
テ
、
俄
ニ
合
併
ハ
難
成
次

第
モ
有
之
候
得
共
、
其
統
轄
一
途
ニ
出
不
申
候
テ
ハ
事
実
不
都
合
ノ
廉
々
相

起
リ
候
ニ
付
、
右
博
物
館
ハ
勿
論
植
物
園
書
籍
館
共
何
レ
へ
歟
一
途
統
轄
相

成
候
様
有
之
度
、
博
物
館
ノ
儀
ハ
文
部
省
ニ
テ
月
々
五
拾
圓
ツ
ヽ
定
額
相
宛

行
有
之
、
植
物
園
ハ
七
拾
九
圓
ト
相
定
従
来
保
全
致
候
間
、
若
シ
文
部
省
ノ

管
轄
ヲ
離
レ
候
ト
モ
前
文
金
額
ハ
必
ズ
要
用
ト
致
事
ニ
有
之
候
（
後
略
）

こ
れ
は
、「
創
立
案
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
外
桜
田
に
博
覧
場
が
建
設
さ
れ

る
に
あ
た
り
、
文
部
省
博
物
館
の
事
業
と
重
な
る
た
め
、
博
物
館
・
植
物
園
・
書

籍
館
を
、
何
れ
か
、
即
ち
新
設
さ
れ
る
博
覧
場
も
し
く
は
文
部
省
博
物
館
へ
統
合

す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

明
治
五
年
に
外
桜
田
町
が
起
立
す
る
（
２１
）が
、
厳
密
に
こ
の
外
桜
田
町
に
博
覧
会
場

ま
た
は
博
物
館
が
建
設
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。
し
か
し
、
明
治
四
年
一
一
月
東
京

府
下
を
六
大
区
九
七
小
区
に
分
け
た
際
、
第
二
大
区
第
一
小
区
と
な
っ
た
地
域

（
外
桜
田
町
、
西
日
比
谷
、
霞
ヶ
関
、
裏
霞
ヶ
関
、
内
山
下
町
、
内
幸
町
、
三
年
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町
）
は
、
江
戸
時
代
に
「
外
桜
田
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
（
２２
）。
博
覧
会
事
務
局
が
明

治
五
年
七
月
三
〇
日
に
移
転
し
た
内
山
下
町
一
丁
目
（
現
在
の
千
代
田
区
内
幸
町

一
丁
目
一
番
地
、
帝
国
ホ
テ
ル
を
含
む
付
近
一
帯
）
は
こ
の
地
域
に
あ
た
る
。
そ

の
た
め
、
こ
こ
で
い
う
「
外
桜
田
」
と
は
「
外
桜
田
町
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
く
、
江
戸
時
代
よ
り
使
わ
れ
て
い
た
地
域
名
称
と
し
て
の
「
外
桜
田
」
と
捉
え
、

「
外
桜
田
へ
博
覧
場
建
設
」
は
博
覧
会
事
務
局
の
移
転
（
２３
）と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
「
既
ニ
文
部
省
中
博
物
館
ノ
設
有
之
候
処
其
事
業
同
一
ノ
物
ニ
テ
」
と

い
う
部
分
か
ら
は
、
博
覧
会
事
務
局
の
博
覧
場
、
つ
ま
り
移
転
先
で
あ
る
内
山
下

町
と
は
別
に
、
文
部
省
が
博
物
館
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
事
業
が
博
覧
会
事
務
局

の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
時
期
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
博
覧
会
事
務

局
と
文
部
省
博
物
館
が
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
治
六
年
三

月
の
合
併
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、「
創
立
案
」
は
明
治
五
年
八
月
か

ら
明
治
六
年
三
月
頃
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、「
町
田
年
報
報
告
（
２４
）」
に
よ
る
と
、
明
治
四
年
一
〇
月
二
八
日
付
で
文

部
省
博
物
局
は
定
費
毎
月
五
十
円
、
薬
園
定
費
は
六
四
円
と
な
っ
て
い
る
（
２５
）。
さ
ら

に
明
治
五
年
二
月
五
日
付
で
「
薬
園
肥
糞
代
已
来
壱
ヶ
月
金
拾
五
円
つ
つ
御
渡
相

成
候
事
（
２６
）」
と
あ
り
、「
文
部
省
ニ
テ
月
々
五
拾
圓
ツ
ヽ
定
額
相
宛
行
有
之
植
物
園

ハ
七
拾
九
圓
ト
相
定
従
来
保
全
致
候
間
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。

（
二
）
起
草
者

紹
介
し
た
「
創
立
案
」
の
冒
頭
部
分
の
続
き
に
は
、
目
指
す
べ
き
博
物
館
の
在

り
方
が
述
べ
ら
れ
る
。

博
物
館
ハ
西
洋
諸
州
ニ
於
テ
種
々
体
裁
有
之
儀
ニ
付
、
先
英
國
龍
同
府
「
ブ

リ
チ
シ
」
博
物
館
ノ
体
ニ
傚
ヒ
、
動
植
金
石
等
天
造
品
及
古
器
物
其
他
人
造

物
ハ
勿
論
古
書
画
或
ハ
書
籍
等
一
館
内
ニ
区
分
ヲ
定
メ
テ
陳
列
シ
、
前
文
ノ

諸
部
ハ
一
モ
缺
ク
可
カ
ラ
ザ
ル
儀
ニ
テ
一
箇
体
相
備
リ
候
得
共
、
尚
同
國

「
ケ
ン
シ
ン
グ
ト
ン
」
博
物
館
ノ
體
ヲ
モ
取
リ
、
廣
ク
人
造
ノ
諸
品
ヲ
集
羅

シ
館
中
更
ニ
大
区
ヲ
設
ケ
、
手
近
ク
生
産
ノ
目
的
ト
モ
成
ル
可
キ
物
産
製
造

品
物
陶
器
漆
器
類
及
糸
布
織
物
ノ
類
並
此
等
ニ
要
ス
ル
諸
機
械
農
具
等
ニ
至

ル
マ
デ
漸
次
蒐
集
シ
テ
、
盛
大
ニ
至
ラ
シ
ム
ル
ノ
大
基
礎
ヲ
定
メ
（
後
略
）

博
物
館
の
手
本
と
し
て
「
ブ
リ
チ
シ
博
物
館
」
と
「
ケ
ン
シ
ン
グ
ト
ン
博
物

館
」
を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
町
田
久
成
の
存
在
が
浮
か

び
上
が
る
。

町
田
は
一
八
三
八
年
、
薩
摩
国
日
置
郡
石
谷
領
主
町
田
久
長
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。
藩
主
島
津
斉
彬
に
仕
え
、
二
六
歳
で
大
目
付
と
な
り
洋
学
教
育
機
関
開

成
所
の
学
頭
を
兼
勤
。
そ
の
後
、
慶
応
元
年
に
森
有
礼
・
吉
田
清
成
ら
薩
摩
藩
英

国
留
学
生
の
取
締
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
留
学
し
て
い
る
。
留
学
生
活
の
様
子

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
六
年
の
太
政
官
史
官
に
対
す
る
上
申
に
お
い
て
も
、

「
英
国
「
ブ
リ
チ
シ
」
博
物
館
ハ
「
ス
ロ
ヲ
ン
」
ト
云
人
ノ
集
聚
品
及
古
書
籍
古

文
書
等
千
七
百
五
十
三
年
官
ニ
収
メ
シ
ヲ
始
祖
ト
シ
テ
…
（
中
略
）
又
同
国
「
ケ

ン
シ
ン
グ
ト
ン
」
博
物
館
ハ
其
年
月
不
詳
ナ
レ
ト
モ
、
遥
カ
ノ
後
ニ
創
建
ア
リ
テ

…
（
中
略
）
此
両
館
ノ
体
裁
ヲ
基
本
ト
シ
テ
前
途
ノ
目
的
相
定
メ
申
度
（
２７
）」
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
留
学
中
に
ロ
ン
ド
ン
の
博
物
館
を
訪
れ
、
博
物
館
や
博
覧
会
に

対
す
る
知
見
を
深
め
た
と
思
わ
れ
る
。
大
英
博
物
館
と
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博

物
館
の
片
仮
名
に
よ
る
表
記
が
、「
創
立
案
」
と
明
治
六
年
太
政
官
史
官
へ
の
上

申
と
で
完
全
に
一
致
す
る
（
２８
）こ
と
か
ら
も
、「
創
立
案
」
を
起
草
し
た
人
物
と
し
て

最
も
説
得
的
な
の
は
町
田
久
成
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
作
成
経
緯

そ
れ
で
は
、「
創
立
案
」
が
起
草
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
五
年
七
月
か
ら

翌
六
年
三
月
に
か
け
て
、
町
田
久
成
は
何
を
し
て
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
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経
緯
で
「
創
立
案
」
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
節
で
述
べ
た

よ
う
に
、
当
時
町
田
は
、
蜷
川
式
胤
や
内
田
正
雄
等
と
共
に
古
器
旧
物
調
査
の
た

め
に
東
京
を
離
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
蜷
川
の
日
記
『
奈
良
の
筋
道
』
を
丁
寧
に

読
む
と
、
明
治
五
年
八
月
一
七
日
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

博
物
局
よ
り
去
ル
十
四
日
書
状
着
ニ
而
、
博
物
館
ヲ
建
ル
様
御
達
に
而
、
金

一
万
五
千
両
御
廻
し
ニ
相
成
候
様
達
シ
有
り
、
地
所
も
定
り
而
、
元
白
河
邸

ヲ
御
渡
シ
ノ
由
、
全
町
田
ニ
一
人
急
ニ
帰
京
仕
ル
様
、
田
中
芳
雄
よ
り
申
来

ル
由
、
是
れ
ニ
付
、
町
田
・
内
田
・
蜷
川
談
ス
ル
ニ
、
東
大
寺
・
法
隆
寺
検

査
急
々
取
調
へ
候
而
、
帰
京
宜
敷
、
又
右
建
物
ノ
場
所
ハ
、
王
子
辺
の
極
火

固
き
所
へ
建
物
ヲ
永
世
不
久
ノ
地
宜
敷
候
間
、
是
レ
ニ
所
替
の
書
付
出
し
候

方
宜
敷
と
存
シ
、
書
付
出
し
候
様
ニ
定
メ
、
又
上
野
ニ
ス
レ
ハ
尚
宜
敷
（
後

略
（
２９
））

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
博
物
館
建
設
の
た
め
に
金
一
万
五
千
両
が
下
付
さ
れ
、
地
所

も
元
白
河
邸
に
決
ま
っ
た
た
め
町
田
一
人
だ
け
至
急
帰
京
し
て
ほ
し
い
、
と
の
書

状
が
田
中
芳
男
か
ら
八
月
一
四
日
に
届
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
元

白
河
邸
」
と
は
、
幕
末
の
陸
奥
白
河
藩
阿
部
家
上
屋
敷
の
跡
地
の
こ
と
で
あ
り
、

ほ
ぼ
現
在
の
帝
国
ホ
テ
ル
の
位
置
に
相
当
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
博
覧
会

事
務
局
が
山
下
門
内
に
移
転
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
受
け
て
町
田
久
成
、
内
田
正
雄
、
蜷
川
式
胤
は
、
早
急
に
東

大
寺
及
び
法
隆
寺
の
調
査
を
行
い
帰
京
す
る
こ
と
と
し
た
上
で
博
物
館
に
つ
い
て

相
談
し
、
元
白
河
邸
宅
は
博
物
館
を
建
て
る
に
適
切
な
土
地
で
は
な
い
た
め
「
所

替
の
書
付
」
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
創
立
案
」
で
は
、「
博
物
館
ハ

土
地
廣
大
ニ
シ
テ
樹
木
繁
茂
シ
火
災
ノ
及
バ
サ
ル
所
ヲ
撰
バ
ザ
レ
バ
適
当
セ
ザ
ル

故
ニ
、
方
今
ノ
場
所
良
地
ト
ハ
ナ
シ
難
シ
」
と
、
具
体
的
な
代
替
案
は
出
し
て
い

な
い
も
の
の
、
火
災
の
危
険
性
か
ら
現
在
の
場
所
が
適
切
で
は
な
い
と
意
見
す
る

点
は
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
器
旧
物
調
査
中
に
、
田
中
芳
男
か
ら
博
物
館

建
設
の
知
ら
せ
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、「
所
替
の
書
付
」
と
し
て
創
立

案
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
あ
れ
ば
、「
創
立

案
」
は
八
月
一
四
日
以
降
、
町
田
が
東
京
に
戻
る
一
〇
月
一
日
ま
で
の
間
、
も
し

く
は
帰
京
し
て
間
も
な
く
の
内
に
起
草
・
清
書
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
博
覧
会
事
務
局
と
文
部
省
博
物
局
の
合
併

こ
こ
で
、
本
稿
の
主
眼
の
一
つ
で
あ
る
、
博
覧
会
事
務
局
と
文
部
省
博
物
局
の

合
併
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
も
合
併
の

原
因
解
明
が
試
み
ら
れ
、
様
々
な
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
が
史
料
的
根
拠
を
欠
い

た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、「
創
立
案
」
に
は
合
併
の
理
由
を
仄
め

か
す
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
事
実
不
都
合
ノ
廉
々
相
起
リ
候
」、
つ
ま
り
、
事

業
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
実
際
に
不
都
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
時
町
田
は
、
澳
国
博
覧
会
御
用
掛
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
部
大
丞
で
も
あ
る
た

め
（
一
〇
月
七
日
付
で
大
丞
を
免
ぜ
ら
れ
、
同
月
二
八
日
付
で
文
部
省
四
等
出

仕
）
文
部
省
と
博
覧
会
事
務
局
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
合
併
に
は
行
政
合
理
化
の
側
面
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
「
若
シ
文
部
省
ノ
管
轄
ヲ
離
レ
候
ト
モ
」
の
よ
う
に
、
合
併
に
際
し
て

博
物
館
・
植
物
園
・
書
籍
館
が
文
部
省
の
管
轄
で
な
く
な
る
可
能
性
を
認
め
て
い

る
。
先
行
研
究
で
は
、
六
年
三
月
の
合
併
以
降
、
文
部
省
が
合
併
取
消
を
求
め
て

博
覧
会
事
務
局
と
争
う
こ
と
を
鑑
み
て
、
合
併
は
太
政
官
正
院
の
意
向
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
り
、
文
部
省
と
し
て
は
決
し
て
賛
成
で
は
な
か
っ
た
、
と
し
て
い
る
（
３０
）。

し
か
し
な
が
ら
、
博
覧
会
事
務
局
か
ら
の
分
離
を
再
三
求
め
た
の
は
文
部
大
輔
田

中
不
二
麿
で
あ
る
。
田
中
不
二
麿
は
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
欧
米
に
滞
在
し

て
お
り
、
明
治
六
年
三
月
下
旬
に
帰
国
し
た
時
に
は
、
既
に
文
部
省
博
物
局
は
博

覧
会
事
務
局
に
合
併
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
田
中
は
、
文
部
省
に
お
け
る
博
物
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館
は
教
育
の
た
め
に
備
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
博
覧
会
事
務
局
の
博
物
館
建
設

の
意
図
と
は
そ
も
そ
も
異
な
る
と
し
て
、
合
併
取
消
を
正
院
に
上
申
し
た
（
３１
）。
つ
ま

り
、
合
併
に
反
対
し
た
の
は
あ
く
ま
で
田
中
不
二
麿
を
代
表
と
す
る
文
部
省
（
３２
）で
あ

り
、
合
併
前
の
文
部
省
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
関
秀
夫
氏
は
、
田
中
不
二
麿
の
合
併
に
対
す
る
抗
議
を
町
田
が
頑
な
に

受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
、
博
覧
会
事
務
局
へ
の
合
併
吸
収
は
町
田
の

望
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
３３
）。
し
か
し
「
創
立
案
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
五

年
半
ば
の
段
階
で
博
物
館
創
立
の
動
き
を
博
覧
会
事
務
局
に
統
一
す
る
考
え
が

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、「
創
立
案
」
で
は
両
者
の
統

一
を
提
案
し
て
い
る
だ
け
で
、
博
覧
会
事
務
局
へ
の
吸
収
を
主
張
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
町
田
は
博
物
館
創
立
の
主
体
を
一
つ
に
ま

と
め
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
統
合
先
が
博
覧
会
事
務
局
で
あ
ろ
う

と
文
部
省
で
あ
ろ
う
と
構
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
部
省
か
ら
の
分
離
の
可
能
性
も
認
め
た
合
併
を
促
す
意
見

が
、
文
部
大
丞
を
免
ぜ
ら
れ
、
役
職
の
上
で
も
実
際
の
業
務
の
上
で
も
文
部
省
か

ら
離
れ
始
め
て
い
た
町
田
久
成
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
、
文
部
省
罫
紙
に
記

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

第
三
節
「
創
立
案
」
に
み
る
町
田
久
成
の
博
物
館
構
想

（
一
）
大
英
博
物
館
へ
の
傾
倒

前
節
で
、「
創
立
案
」
は
博
物
館
の
モ
デ
ル
に
大
英
博
物
館
・
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ

ン
ト
ン
博
物
館
を
挙
げ
た
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
博
物
館
に
な
ら
っ
て
日
本
に
博
物
館
を
建
て
る
こ
と
を
提
唱
し
た
こ
と
そ
れ
自

体
は
町
田
の
特
徴
と
は
言
え
な
い
。

と
い
う
の
も
、
例
え
ば
ウ
ィ
ー
ン
万
博
終
了
後
の
明
治
八
年
五
月
、
弁
理
公
使

佐
野
常
民
は
澳
国
博
覧
会
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
サ
ウ
ス
ケ

ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
が
イ
ギ
リ
ス
産
業
に
も
た
ら
し
た
大
き
な
利
益
を
指
摘
し
、

今
後
日
本
に
作
る
べ
き
博
物
館
の
模
範
と
し
て
最
適
当
な
の
は
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン

ト
ン
博
物
館
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
３４
）。

次
い
で
、
佐
野
が
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
た
め
に
在
欧
し
て
い
る
間
、
ワ
グ
ネ
ル
に

命
じ
て
各
地
の
博
物
館
を
視
察
し
作
成
さ
せ
た
「
ド
ク
ト
ル
・
ワ
グ
ネ
ル
氏
東
京

博
物
館
創
立
ノ
報
告
」
で
も
佐
野
意
見
書
と
同
様
に
、「
人
間
工
業
諸
科
ノ
産
出

物
ヲ
備
置
シ
単
ニ
知
識
ヲ
博
ム
ル
ノ
便
宜
ヲ
与
フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
知
学
上
一
般

教
育
ノ
為
メ
饒
多
ノ
物
料
ヲ
供
（
３５
）」
す
る
博
物
館
が
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は

「
ソ
ウ
ス
ケ
ン
シ
ン
グ
ト
ン
」
博
物
館
の
観
客
数
の
増
加
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ

る
と
し
て
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
し
た
博
物
館
の
建
設
を

提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
佐
野
報
告
書
は
内
務
省
に
下
附
さ
れ
、
こ
れ

に
対
す
る
意
見
を
内
務
卿
大
久
保
利
通
が
「
博
物
館
ノ
議
」
と
し
て
提
出
し
て
い

る
（
３６
）。
佐
野
報
告
書
と
大
久
保
の
「
博
物
館
ノ
議
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
上
野
に

博
物
館
を
建
設
し
、
そ
の
周
囲
に
公
園
や
動
物
園
、
植
物
園
を
設
け
る
と
い
う
骨

子
が
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
文
面
も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
部
分

が
多
く
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
の
く
だ
り
も
、
ほ
ぼ
同
じ
文
言
で
引
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
野
や
大
久
保
も
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
館
を
手
本
と
し
て
い
る
点

で
、
町
田
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
英
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
し
た

博
物
館
創
立
を
唱
え
た
の
は
、
町
田
久
成
た
だ
一
人
で
あ
る
。
町
田
は
、
必
ず
最

初
に
大
英
博
物
館
を
、
そ
の
次
に
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
を
挙
げ
て
お
り
、

大
英
博
物
館
を
主
と
し
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
を
従
と
す
る
点
が
、
最
も

特
徴
的
で
あ
る
。
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町
田
は
大
英
博
物
館
を
ど
の
よ
う
な
博
物
館
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。「
創
立
案
」
で
は
「
動
植
金
石
等
天
造
品
及
古
器
物
其
他
人
造
物
ハ
勿
論
、

古
書
画
或
ハ
書
籍
等
一
館
内
ニ
区
分
ヲ
定
メ
テ
陳
列
シ
」
と
し
て
い
る
。
明
治
六

年
六
月
五
日
に
史
官
に
提
出
し
た
献
言
中
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

英
国
「
ブ
リ
チ
シ
」
博
物
館
ハ
「
ス
ロ
ヲ
ン
」
ト
云
人
ノ
集
聚
品
及
古
書
籍

古
文
書
等
、
千
七
百
五
十
三
年
官
ニ
収
メ
シ
ヲ
始
祖
ト
シ
テ
、
其
後
尚
古
家

及
富
饒
家
等
ヨ
リ
ノ
寄
附
献
納
ノ
物
ヲ
合
併
シ
、
終
ニ
今
日
ノ
盛
大
ヲ
致
ス

ニ
至
レ
リ
。（
中
略
）
方
今
猶
厚
ク
政
府
ニ
テ
保
全
シ
、
宇
内
諸
州
ノ
書
籍

禽
獣
金
石
及
ヒ
古
器
古
文
書
等
其
他
ノ
物
資
金
ヲ
給
シ
テ
是
ヲ
集
聚
シ
（
後

略
（
３７
））

二
つ
の
史
料
に
共
通
す
る
の
は
、
古
器
や
古
文
書
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

り
、
町
田
に
と
っ
て
の
大
英
博
物
館
は
集
古
館
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
大
英
博
物
館
は
、
ス
ロ
ー
ン
、
コ
ッ
ト
ン
、
ハ
ー
リ
ー
の
名
を
冠
す
る

三
つ
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
国
が
買
い
上
げ
て
博
物
館
と
し
た
も
の
で
、
は

じ
め
は
自
然
史
及
び
図
書
中
心
の
博
物
館
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
各
地
か
ら

大
量
の
考
古
学
史
料
や
古
美
術
品
が
購
入
・
捕
獲
さ
れ
、
一
八
〇
〇
年
代
初
め
頃

ま
で
に
大
英
博
物
館
の
展
示
の
中
心
は
自
然
史
か
ら
考
古
学
や
古
美
術
に
移
行
し
、

自
然
史
部
門
は
一
八
八
〇
年
か
ら
分
離
、
一
八
八
三
年
に
移
転
が
完
了
し
現
在
の

ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
（
３８
）。
つ
ま
り
、
町
田
が
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在

し
て
い
た
一
八
六
五
〜
六
七
年
の
大
英
博
物
館
に
は
、
既
に
考
古
学
史
料
や
古
美

術
品
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
は
、
一
八
五
一
年
ロ
ン
ド
ン
万
国
博

覧
会
を
契
機
と
し
て
、
国
民
へ
の
装
飾
美
術
や
製
造
工
業
に
関
す
る
教
育
（
３９
）と
い
う

目
的
の
た
め
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
集
め
て
作
ら
れ
た
博
物
館
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

最
初
か
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
収
納
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
大
英
博
物

館
と
の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
佐
野
や
大
久
保
が
勧
業
に
資
す
る
も
の
と
し
て

の
博
物
館
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
大
英
博
物
館
で
は
な
く
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト

ン
博
物
館
を
模
範
と
し
た
の
は
、
そ
の
観
点
か
ら
見
て
も
正
し
か
っ
た
。
逆
に
考

え
れ
ば
、
大
英
博
物
館
を
第
一
に
志
向
し
た
町
田
に
と
っ
て
の
博
物
館
は
、
産
業

発
展
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
古
器
旧
物
の
収
集
・
保
存
・
展
示
の
た
め
の
集
古
館

に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

（
二
）
博
物
館
に
お
け
る
「
社
」

こ
こ
ま
で
町
田
久
成
の
目
指
す
博
物
館
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、「
創
立

案
」
に
は
、
新
し
い
博
物
館
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
運
営
方

法
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
明
治
五
年
段
階
の
史
料
で
こ
こ
ま
で
言
及
し
て
い

る
も
の
は
管
見
の
限
り
他
に
な
い
。
や
や
長
文
で
あ
る
が
、「
創
立
案
」
中
、
経

営
方
法
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
以
下
に
引
用
す
る
。

尚
貴
賤
ノ
別
ナ
ク
篤
志
ノ
者
社
ヲ
結
ビ
共
ニ
戮
力
シ
テ
永
世
連
続
セ
シ
メ
國

ト
共
ニ
全
カ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
シ
、
会
盟
ノ
法
則
等
ハ
更
ニ
相
調
ヘ
財
本
ヲ
積

デ
異
日
盛
大
ニ
至
ル
ノ
法
ヲ
設
ク
ベ
シ
、
此
法
確
定
ニ
至
リ
テ
ハ
更
ニ
官
金

ヲ
仰
グ
ヲ
要
セ
ズ
、
大
ニ
シ
テ
邦
内
富
饒
ノ
基
ヲ
立
テ
小
ニ
シ
テ
ハ
各
人
智

識
ヲ
開
導
ス
ル
端
ヲ
開
ク
ベ
シ

（
中
略
）一

、
館
ノ
費
用
預
メ
算
シ
難
シ
故
ニ
当
分
定
額
百
七
拾
圓
ヲ
以
テ
暫
ク
試
ム

ベ
シ
、
前
文
ニ
述
ブ
ル
如
ク
会
盟
ノ
規
則
等
全
備
ノ
上
更
ニ
会
計
ノ
方
法
相

定
貨
殖
ノ
路
相
開
ケ
バ
永
世
不
拔
ノ
基
礎
ヲ
立
ツ
ベ
シ

一
、
聖
上
自
ラ
資
金
ヲ
御
損
シ
一
度
館
ニ
若
干
ノ
高
御
収
メ
ア
ラ
バ
、
下
民

亦

聖
旨
ニ
従
ヒ
寄
附
ス
ル
者
多
カ
ル
ベ
シ
、
此
等
ノ
集
金
ヲ
基
礎
ト
シ
慥

ナ
ル
者
預
ケ
置
キ
月
々
至
當
ノ
利
金
ヲ
収
レ
バ
、
歳
月
ヲ
積
ミ
官
金
ヲ
仰
ガ

ザ
ル
ノ
期
ニ
至
ベ
シ

76



一
、
平
常
館
ノ
事
務
ヲ
取
ル
者
官
ヨ
リ
此
ヲ
命
ジ
俸
モ
亦
官
是
ヲ
給
ス
ベ
シ

（
中
略
）

一
、
海
外
諸
州
ニ
於
テ
博
物
館
ハ
概
子
都
人
士
社
ヲ
結
ヒ
是
ヲ
保
全
ス
ル
ナ

リ
、
今
新
ニ
館
ヲ
開
ク
ニ
當
リ
官
ヨ
リ
之
ヲ
創
立
シ
官
ヨ
リ
之
ヲ
扶
ク
ル

ヲ
要
ス
レ
ド
モ
、
歸
ス
ル
処
ハ
唯
上
下
力
ヲ
合
セ
廣
ク
社
ヲ
結
ビ
偕
ニ
楽
ニ

耳
目
ノ
感
覺
ヲ
サ
ワ
ヤ
カ
ニ
日
々
新
ニ
智
見
ヲ
磨
ク
ニ
在
リ
、
然
レ
ド
モ
令

ヲ
嚴
ニ
シ
民
心
ヲ
束
縛
ス
可
ラ
サ
ル
ガ
故
、
社
ヲ
結
ブ
ノ
法
ハ
前
文
ニ
云
如

ク
別
ニ
細
目
ヲ
記
載
ス
ベ
シ

最
も
目
を
引
く
の
は
、
度
々
登
場
す
る
「
社
ヲ
結
ビ
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で

に
知
ら
れ
て
い
る
博
物
館
史
の
諸
資
料
と
最
も
異
な
る
点
で
あ
り
、
本
史
料
の
大

き
な
特
徴
で
あ
る
。「
社
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
に
お
い
て
通
常
用
い
ら
れ
る

営
利
目
的
の
企
業
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
会
社
（com
pany

）」
で
は
な
く
、
共

通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
合
意
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
団
体
（society

）、

と
捉
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

馬
場
宏
二
氏
（
４０
）に
よ
れ
ば
、「
会
社
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
世
紀
半
ば
の
蘭
学

者
が
、
蘭
語
の
世
界
地
理
書
を
解
読
・
翻
訳
し
た
際
に
必
要
と
な
り
創
っ
た
言
葉

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
初
出
は
、
一
八
四
八
年
杉
田
玄
端
の
『
地
学
正
宗
』
で
あ

る
と
さ
れ
、
こ
れ
に
は
「
会
社
」
が
計
一
八
回
登
場
す
る
が
、
そ
の
う
ち
一
三
回

は
明
白
に
学
術
集
団
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
の
漢

訳
文
集
で
あ
る
『
度
日
閑
言
』
に
は
、
計
三
八
回
の
「
会
社
」
が
出
て
く
る
が
、

殆
ど
は
集
団
・
仲
間
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
蘭
学
者
の
用
い
た
「
会
社
」
は
、

そ
の
大
半
が
学
術
集
団
・
集
団
を
表
し
て
い
た
（
４１
）。

開
港
以
降
、
幕
府
は
「
商
社
」
と
い
う
語
を
用
い
始
め
る
。
こ
れ
は
貿
易
企
業

を
意
味
す
る
言
葉
で
、
明
白
に
共
同
出
資
の
営
利
企
業
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
幕
府
が
倒
れ
る
と
明
治
政
府
は
、「
商
社
」
を
蘭
学
者
の
間
で
集
団
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
「
会
社
」
に
置
き
換
え
よ
う
と
試
み
る
。
そ
の

結
果
、
最
終
的
に
は
両
語
の
優
劣
は
逆
転
す
る
が
、
し
ば
ら
く
の
間
「
商
社
」
と

「
会
社
」
の
使
用
が
交
錯
し
て
い
た
。
渋
沢
栄
一
『
立
会
略
則
』
や
、
加
藤
祐
一

『
会
社
弁
講
釈
』
で
も
営
利
企
業
一
般
を
「
商
社
」
と
呼
ん
で
お
り
、「
会
社
」
よ

り
使
用
頻
度
が
高
い
。

「
創
立
案
」
が
作
成
さ
れ
た
明
治
五
年
に
お
い
て
「
会
社
」
と
い
う
言
葉
は
、

単
な
る
集
団
・
仲
間
と
い
う
意
味
と
、
営
利
目
的
の
企
業
の
意
味
と
、
両
義
で
用

い
ら
れ
る
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
創
立
案
」
に
お
け
る
博
物
館

は
営
利
目
的
の
施
設
で
は
な
く
、
ま
た
明
治
五
年
と
い
う
時
期
を
考
え
て
も
、
特

定
の
目
的
の
た
め
に
組
織
さ
れ
る
集
団
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

話
を
「
創
立
案
」
に
戻
す
と
、
町
田
久
成
は
博
物
館
の
基
礎
づ
く
り
に
あ
た
っ

て
、
貴
賎
や
官
員
非
役
を
問
わ
ず
広
く
「
社
」
を
結
ぶ
こ
と
を
主
張
す
る
。
博
物

館
の
組
織
を
新
た
に
つ
く
り
、
実
際
に
館
を
建
築
す
る
段
階
に
お
い
て
は
官
の
力

が
必
要
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
「
唯
上
下
力
ヲ
合
セ
廣
ク
社
ヲ
結
」
び
た
い
。

ま
た
設
置
・
運
営
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
も
、
当
面
は
定
額
金
な
ど
の
官
費
に

よ
っ
て
賄
う
が
、
寄
附
を
募
り
積
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
官
金
を
仰

ぐ
必
要
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

官
金
を
仰
が
ず
に
運
営
す
る
、
と
い
う
文
言
に
は
、
明
治
五
年
三
月
頃
に
上
申

さ
れ
た
と
さ
れ
る
学
制
草
案
が
正
院
で
審
議
さ
れ
た
際
、
学
制
実
施
に
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
大
蔵
省
が
国
家
財
政
の
立
場
か
ら
文
部
省
予
算
案
に
強
く
反
対
し
た

件
も
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
同
年
八
月
に
は
学
制
が
公
布
さ
れ
る
が
、
こ
の
段

階
で
は
財
政
的
裏
付
け
を
欠
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
後
々

に
は
官
費
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
計
画
は
、
予
算
通
過
の
た
め
の
配
慮
で
も
あ

る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
と
別
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
町
田
は
官
、
つ
ま
り
国
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家
の
博
物
館
を
作
る
、
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
強
い
拘
り
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
お
け
る
博
物
館
創
立
及

び
博
覧
会
開
催
の
目
的
は
、
通
説
的
に
は
西
洋
諸
国
を
意
識
し
た
近
代
化
や
国
力

の
発
展
で
あ
り
、
町
田
久
成
や
田
中
芳
男
も
そ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
動
い
て
い

た
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
や
民
間
の
博
物
館
で
は
な
く
、
ま
ず
は
国
家

主
導
の
博
物
館
を
作
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
町

田
は
、
最
初
こ
そ
官
の
協
力
を
仰
ぐ
も
の
の
、
最
終
的
に
は
官
金
を
必
要
と
せ
ず
、

広
く
社
を
結
ん
で
こ
れ
を
支
え
て
い
く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
社
」
は

官
人
民
間
人
を
問
わ
な
い
有
志
の
集
団
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
一
層
国
家
組
織
と
し

て
の
色
が
薄
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
創
立
案
」
で
は
文
部
省
博
物
局
と
博
覧
会
事
務
局
を

統
合
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
に
統
合
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て

の
言
及
は
な
い
。
官
か
ら
距
離
を
置
き
「
社
」
を
結
ぶ
こ
と
で
博
物
館
を
運
営
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
で
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
影
響
は
な
い
。
問
題
な
の
は
、
二
つ
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
に
物
品
収
集
や

博
物
館
建
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
、
一
つ
の
機
関
に
業
務
を
纏
め
た
方
が
合
理

的
で
あ
り
、
よ
り
規
模
の
大
き
な
も
の
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
観
点
か

ら
の
統
合
提
案
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
（
４２
）。
町
田
久
成
は
、
官
僚
制
の

中
に
博
物
館
と
い
う
組
織
を
位
置
づ
け
よ
う
と
は
し
て
お
ら
ず
、
同
じ
趣
味
・
関

心
を
持
つ
人
た
ち
で
運
営
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
近
世
物
産
会
と
近
代
博
物
館
の
狭
間

「
創
立
案
」
に
そ
っ
て
町
田
の
博
物
館
の
運
営
構
想
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

が
、「
社
を
結
ぶ
」
と
い
う
発
想
は
ど
こ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
創
立

案
」
で
は
、
海
外
博
物
館
に
つ
い
て
大
抵
は
社
を
結
ん
で
館
を
保
全
し
て
い
る
、

と
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
大
英
博
物
館
に
は
「
社
」
と
よ
ば
れ
る
よ
う
な

組
織
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
限
ら
ず
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九

世
紀
の
西
洋
諸
国
に
は
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
や
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
」
と
よ
ば
れ
る
学

術
団
体
が
い
く
つ
も
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。
一
八

六
〇
年
頃
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
約
九
〇
の
博
物
館
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
半
は
地
方

都
市
や
地
方
学
術
団
体
の
設
立
し
た
博
物
館
で
あ
っ
た
（
４３
）。
そ
し
て
、
似
た
よ
う
な

も
の
は
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
見
ら
れ
た
。
一
八
世
紀
半
ば
頃
よ
り
盛
ん
に
行
わ

れ
は
じ
め
た
物
産
会
に
注
目
し
て
み
た
い
（
４４
）。

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
物
産
会
や
見
世
物
、
開
帳
な
ど
の
経
験
が
近
代
に
お
け

る
西
洋
モ
デ
ル
の
博
物
館
受
容
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
諸
先
行
研
究
に
お
い

て
示
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
日
本
で
最
初
の
物
産
会
が
開
か
れ
た
の
は
、
一

七
五
一
（
宝
暦
元
）
年
、
上
方
浪
華
で
津
島
恒
之
進
が
町
医
師
の
戸
田
旭
山
と
と

も
に
開
い
た
「
本
草
の
会
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
４５
）。
江
戸
に
お
い
て
は
、
一

七
五
七
（
宝
暦
七
）
年
七
月
に
田
村
藍
水
と
平
賀
源
内
が
会
主
と
な
っ
て
湯
島
で

初
め
て
の
物
産
会
が
開
か
れ
、
こ
の
動
き
が
全
国
に
伝
播
し
、
特
に
大
坂
や
京
都
、

名
古
屋
な
ど
の
都
市
部
で
は
多
数
の
物
産
会
が
開
か
れ
た
。

物
産
会
は
別
称
「
薬
品
会
」
や
「
本
草
会
」
と
も
呼
ば
れ
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、

元
来
は
本
草
家
や
医
師
が
手
許
の
珍
貴
な
薬
物
・
薬
材
を
持
ち
寄
っ
て
展
示
し
、

そ
の
真
贋
や
名
称
を
め
ぐ
っ
て
質
疑
応
答
し
情
報
交
換
す
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
今
日
で
は
研
究
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
学
術
集
会
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
次
第
に
、
仲
間
内
の
研
究
会
に
終
わ
ら
せ
ず
一
般
に
も
観
覧
を
許

す
よ
う
に
な
る
と
、
展
示
会
と
し
て
の
性
格
を
強
く
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

本
草
学
は
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
薬
物
、
特
に
薬
効
を
持
つ
植
物
を
採
取
・

吟
味
研
究
す
る
学
問
で
あ
っ
た
が
、
除
々
に
研
究
の
対
象
範
囲
を
拡
大
し
広
く
自

然
物
全
般
を
扱
う
よ
う
に
な
る
と
、
博
物
学
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
本
草
学
か
ら
博
物
学
へ
の
推
移
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
す
す
み
、
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さ
ら
に
徳
川
吉
宗
の
享
保
の
改
革
と
併
行
す
る
か
た
ち
で
、
自
然
物
・
人
工
品
を

問
わ
ず
、
あ
る
土
地
に
産
出
す
る
物
品
を
対
象
に
論
じ
る
と
い
う
物
産
学
的
な
様

相
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
一
七
五
〇
年
代
以
降
に
開
か
れ
は
じ
め
る
物

産
会
は
、
物
産
学
者
・
博
物
学
者
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
本
草
家
を
中
心
に
、
植
物

に
限
ら
な
い
様
々
な
物
品
を
持
ち
寄
っ
て
知
識
を
交
換
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
公
開

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
薬
品
会
や
物
産
会
に
資
料
を
展
示
す
べ
く
持
ち
寄
っ
た
人
々
は
、
身

分
や
職
業
に
関
係
な
く
同
好
と
い
う
共
通
項
の
も
と
に
、
あ
る
種
の
集
団
を
形
成

し
た
。
著
名
な
も
の
と
し
て
、
越
中
富
山
藩
主
前
田
利
保
は
「
赭
鞭
会
」
を
江
戸

で
組
織
し
て
い
る
。
こ
の
会
は
、
田
村
藍
水
の
次
男
栗
本
丹
州
を
顧
問
に
迎
え
て

同
好
の
大
名
や
旗
本
が
集
っ
た
も
の
で
、
動
植
鉱
物
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
い
た
。

他
に
は
、
尾
張
名
古
屋
で
は
尾
張
藩
士
や
医
師
等
が
集
ま
り
、
水
谷
豊
文
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
た
「
嘗
百
社
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
嘗
百
社
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
明

治
時
代
に
博
物
館
創
設
に
関
わ
っ
た
本
草
学
者
伊
藤
圭
介
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
◯
◯
社
」「
◯
◯
連
」「
◯
◯
会
」
と
呼
ば
れ
る
集

団
組
織
が
編
ま
れ
た
の
は
他
の
分
野
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
書
画
や
生
花
、

園
芸
、
落
語
な
ど
様
々
な
領
域
で
愛
好
家
集
団
が
存
在
し
た
。

町
田
久
成
が
「
創
立
案
」
で
「
社
ヲ
結
ビ
」
と
表
現
し
た
背
景
に
は
、
江
戸
時

代
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
流
行
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
町
田
自
身
は
学
者
出
身
で
は
な

い
が
、
古
器
旧
物
保
存
の
た
め
に
調
査
に
奔
走
し
た
よ
う
に
蒐
集
家
と
し
て
の
性

格
を
有
し
て
い
た
し
、
な
に
よ
り
文
部
省
博
物
局
に
は
、「
嘗
百
社
」
に
所
属
し

た
伊
藤
圭
介
や
、
そ
の
伊
藤
に
師
事
し
た
田
中
芳
男
な
ど
、
本
草
学
者
が
数
多
く

所
属
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
町
田
が
こ
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

て
「
社
ヲ
結
ビ
」
博
物
館
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
（
４６
）。

当
然
「
創
立
案
」
に
お
け
る
博
物
館
と
物
産
会
に
は
異
な
る
点
も
多
く
あ
る
。

江
戸
時
代
に
開
か
れ
た
物
産
会
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
日
の
み
、
長
く
て
も
二
〜
三

日
間
と
い
う
極
め
て
短
期
間
の
開
催
で
、
そ
の
時
限
り
の
催
し
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
町
田
は
常
設
の
博
物
館
建
設
を
構
想
し
て
い
る
点
で
一
線
を
画
す
。
図
書
館

や
植
物
園
の
機
能
を
も
た
せ
て
い
る
の
も
、
江
戸
時
代
に
は
見
ら
れ
な
い
発
想
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
四
年
五
月
に
大
学
南
校
が
主
催
し
た
企
画
が
、
当

初
「
博
覧
会
」
と
い
う
名
称
で
行
う
つ
も
り
が
、
実
際
に
は
江
戸
時
代
の
「
物
産

会
」
の
名
称
に
逆
戻
り
し
て
い
る
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
博
覧

会
・
博
物
館
は
未
だ
近
世
物
産
会
の
拡
大
延
長
と
い
う
側
面
を
脱
す
る
こ
と
は
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
町
田
が
考
え
て
い
た
博
物
館
像
も
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
の
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
す
る
一
方
で
、
江
戸
時
代
に
多
く
み
ら
れ
た
「
社
」
を

結
ぶ
こ
と
を
博
物
館
運
営
の
基
盤
と
し
て
い
る
点
で
、
や
は
り
近
世
的
な
要
素
を

多
分
に
残
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
創
立
案
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
大
隈
文
書
に
残
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
推
測
を

述
べ
て
、
本
史
料
の
分
析
を
終
え
た
い
。
明
治
五
年
の
博
物
館
関
係
の
史
料
が
大

隈
重
信
の
元
に
残
さ
れ
る
経
緯
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
隈
が
ウ
ィ
ー
ン
万

国
博
覧
会
の
事
務
局
事
務
総
裁
で
あ
っ
た
こ
と
の
み
で
あ
る
。
大
隈
と
町
田
の
間

に
は
個
人
的
な
書
翰
の
往
復
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
見
る
限
り
比
較
的
親
し
い
関
係

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
恐
ら
く
直
接
大
隈
の
元
に
届
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
参
議
で

も
あ
っ
た
大
隈
に
提
案
す
る
こ
と
で
、
実
現
可
能
性
を
高
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
と

考
え
て
よ
い
。
ま
た
、「
創
立
案
」
が
正
院
な
ど
に
宛
て
て
上
申
さ
れ
た
痕
跡
は

管
見
の
限
り
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
仮
に
上
申
案
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、

実
際
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
で
は
、
近
代
博
物
館
創
立
期
に
お
け
る
新
た
な
史
料
を
発
掘
し
、
作
成

者
・
作
成
時
期
を
ほ
ぼ
特
定
し
、
文
部
省
博
物
局
と
博
覧
会
事
務
局
の
合
併
要
因

を
史
料
的
根
拠
を
も
っ
て
示
し
た
。
ま
た
、
町
田
が
大
英
博
物
館
を
モ
デ
ル
と
し

つ
つ
も
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
続
く
「
社
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
物
産
会
の

名
残
を
留
め
た
近
世
的
な
構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
新
た
な
発
見
で
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
近
代
国
家
を
早
急
に
築
く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

博
物
館
の
設
置
も
そ
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
明
治
八
年
三

月
に
博
覧
会
事
務
局
は
「
博
物
館
」
と
改
称
し
内
務
省
所
管
と
な
る
が
、
そ
れ
も
、

大
久
保
内
務
卿
の
下
に
行
わ
れ
る
殖
産
興
業
政
策
の
た
め
の
機
関
と
し
て
の
性
格

を
一
層
強
め
た
、
と
理
解
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
田
中
芳
男
が

後
年
、
明
治
四
年
の
物
産
会
を
「
是
か
ら
殖
産
興
業
の
途
を
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か

ら
、
其
方
を
や
れ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
（
４７
）こ
と
が
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
殖
産
興
業
」
は
明
治
一
四
年
頃
か
ら

定
着
し
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
「
殖
産
興
業
」
の
た
め
と
認
識
さ

れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。「
創
立
案
」
に
「
偕
ニ
楽
ニ
耳
目
ノ
感
覺
ヲ
サ
ワ
ヤ

カ
ニ
日
々
新
ニ
智
見
ヲ
磨
ク
」
と
あ
る
よ
う
に
、
町
田
が
博
物
館
に
期
待
し
た
役

割
は
、
価
値
あ
る
も
の
を
保
存
し
、
展
示
す
る
物
品
か
ら
知
識
や
情
報
を
得
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
創
立
案
」
は
、
近
世
的
な
本
草
家
・
物
産
学
者
の
学
術
的
集
会
か
ら
、
近
代

的
な
西
洋
の
知
見
を
取
り
入
れ
た
博
物
館
・
博
覧
会
へ
変
容
す
る
、
そ
の
過
渡
期

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
内
務
省
所
管
と
な
り
本
格
的
に
博
物
館
建
設
の

計
画
が
進
む
以
前
の
明
治
五
年
と
い
う
時
期
に
、
集
古
館
に
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
文

明
を
見
出
し
た
町
田
が
元
来
目
指
し
て
い
た
博
物
館
像
が
率
直
に
表
れ
て
い
る
。

註（
１
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
』（
第
一
法
規
出
版
、

一
九
七
三
年
）（
以
下
、『
百
年
史
』）。

（
２
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史

資
料
編
』（
第
一
法

規
出
版
、
一
九
七
三
年
）（
以
下
、『
百
年
史
資
』）。

（
３
）
椎
名
仙
卓
『
博
物
館
学
年
表
―
法
令
を
中
心
に
―
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一

四
年
）、
同
『
日
本
博
物
館
成
立
史
―
博
覧
会
か
ら
博
物
館
へ
』（
雄
山
閣
、

二
〇
〇
五
年
）、
同
『
明
治
博
物
館
事
始
め
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
九

年
）
同
『
日
本
博
物
館
発
達
史
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
多
数
。

（
４
）
関
秀
夫
『
博
物
館
の
誕
生
―
町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
５
）
一
新
朋
秀
「
町
田
久
成
の
生
涯
と
博
物
館
（
一
）
〜
（
四
）
―
わ
が
国
博

物
館
創
設
期
の
一
側
面
―
」（
同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
『
博
物
館

学
年
報
』
一
八
・
一
九
・
二
二
・
二
七
号
、
以
上
、
一
九
八
六
・
八
七
・
九

〇
・
九
五
年
）。

（
６
）
『
百
年
史
』
八
七
頁
。

（
７
）
『
百
年
史
』
八
七
頁
。

（
８
）
前
掲
、
一
新
朋
秀
「
町
田
久
成
の
生
涯
と
博
物
館
（
二
）
―
わ
が
国
博
物

館
創
設
期
の
一
側
面
―
」
一
二
〜
一
三
頁
。

（
９
）
前
掲
、
椎
名
仙
卓
『
日
本
博
物
館
成
立
史
―
博
覧
会
か
ら
博
物
館
へ
―
』

一
五
二
頁
。

（
１０
）
会
期
終
了
後
は
、
毎
月
一
と
六
の
つ
く
日
（
三
一
日
を
除
く
）
に
開
館
し

て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
常
設
の
博
物
館
へ
の
第
一
歩

で
あ
っ
た
。
蜷
川
式
胤
は
日
記
『
奈
良
の
筋
道
』
の
四
月
晦
日
の
条
に
、

「
終
会
、
後
ハ
一
六
開
館
ニ
テ
永
久
館
ニ
成
ル
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。（
米
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崎
清
実
『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五

年
、
一
〇
頁
）
ま
た
、『
百
年
史
』『
百
年
史
資
』
は
、
こ
の
博
覧
会
が
行
わ

れ
た
明
治
五
年
を
起
点
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

（
１１
）
文
部
省
編
『
文
部
省
第
一
年
報
』
明
治
六
年
、
一
七
五
丁
。
以
下
、
文
部

省
博
物
局
に
つ
い
て
は
、『
百
年
史
』『
文
部
省
第
一
年
報
』
を
中
心
に
ま
と

め
た
。

（
１２
）
『
百
年
史
』
四
九
頁
。

（
１３
）
以
下
、
古
器
旧
物
の
保
存
に
つ
い
て
は
、『
百
年
史
』
を
中
心
に
ま
と
め

た
。

（
１４
）
古
器
旧
物
各
地
方
ニ
於
テ
保
存
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
太
政
類
典
」
第

一
編
・
慶
応
三
年
〜
明
治
四
年
・
第
九
十
七
巻
・
産
業
・
展
覧
会
）。

（
１５
）
『
百
年
史
』
三
七
〜
三
八
頁
。

（
１６
）
田
中
芳
男
、
平
山
成
信
編
輯
「
澳
国
博
覧
会
参
同
記
要
」（
藤
原
正
人
編

『
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料

第
８
集
（
２
）』
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、

一
九
六
四
年
、
所
収
）
上
篇
、
七
〜
一
四
丁
。
澳
国
博
覧
会
事
務
局
が
開
か

れ
た
日
付
に
つ
い
て
、『
百
年
史
』
四
七
頁
に
は
二
月
八
日
と
あ
り
、
二
つ

の
説
が
存
在
す
る
。

（
１７
）
『
百
年
史
資
』
一
頁
。

（
１８
）
前
掲
、
米
崎
清
実
『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』
一
〇
頁
。

（
１９
）
『
百
年
史
資
』
二
八
頁
。

（
２０
）
本
史
料
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧
可
能
で
あ

る
。（
最
終
閲
覧
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
六
日
）http

://archive.w
ul.

w
aseda.ac.jp/kosho/i14/i14_a4260/i14_a4260.pdf

（
２１
）
千
代
田
区
旧
麹
町
各
町
行
政
区
画
変
遷
表
（
東
京
都
千
代
田
区
編
『
千
代

田
区
史
』
下
巻
、
一
九
六
〇
年
）。

（
２２
）
前
掲
『
千
代
田
区
史
』
下
巻
、
一
五
二
頁
。

（
２３
）
博
覧
会
事
務
局
は
明
治
五
年
一
月
八
日
に
正
院
に
開
か
れ
た
後
、
同
年
同

月
二
二
日
に
日
比
谷
門
内
（
旧
本
多
邸
）
に
設
け
ら
れ
、
同
年
七
月
三
〇
日

に
山
下
門
内
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
「
移
転
」
の
表
現
が
正
し
い
が
、
展

示
施
設
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
は
山
下
門
内
へ
移
っ
た

時
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
は
「
新
設
」
と
考
え
て
よ
い
。

（
２４
）
文
部
省
第
一
年
報
作
成
の
た
め
、
文
部
省
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
時
内
務

省
博
物
館
長
で
あ
っ
た
町
田
久
成
の
名
で
送
付
し
た
も
の
。
明
治
三
年
九
月

六
日
か
ら
明
治
六
年
七
月
三
一
日
ま
で
の
大
学
南
校
物
産
局
及
び
文
部
省
博

物
局
の
重
要
事
項
を
日
録
的
に
箇
条
書
に
し
た
も
の
で
、『
文
部
省
第
一
年

報
』
に
簡
略
化
し
て
採
録
し
て
あ
る
も
の
の
原
案
で
あ
る
。
執
筆
者
は
田
中

芳
男
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。（『
百
年
史
』
二
三
頁
）。

（
２５
）
『
百
年
史
資
』
五
七
一
頁
。

（
２６
）
同
右
。

（
２７
）
『
百
年
史
資
』
六
〜
七
頁
。

（
２８
）
外
国
語
を
片
仮
名
表
記
に
す
る
際
に
は
、
書
き
手
に
よ
っ
て
微
妙
な
差
異

が
で
る
。
例
え
ば
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
博
物
館
の
場
合
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国

博
覧
会
終
了
後
に
弁
理
公
使
佐
野
常
民
が
提
出
し
た
報
告
書
で
は
「
サ
ウ
ツ

ケ
ン
シ
ン
ト
ン
」
と
あ
り
、
同
報
告
書
に
含
ま
れ
る
「
ド
ク
ト
ル
ワ
グ
ネ
ル

氏
東
京
博
物
館
創
立
ノ
報
告
」
で
は
「
ソ
ウ
ス
ケ
ン
シ
ン
グ
ト
ン
」
と
表
記

さ
れ
て
い
る
。

（
２９
）
前
掲
、
米
崎
清
実
『
蜷
川
式
胤
「
奈
良
の
筋
道
」』
一
九
九
頁
。

（
３０
）
『
百
年
史
』
一
〇
三
頁
。

（
３１
）
田
中
不
二
麿
に
よ
る
合
併
取
り
止
め
の
上
申
は
、
明
治
六
年
五
月
八
日
に

始
ま
り
、
七
年
一
月
一
三
日
の
四
回
目
の
上
申
ま
で
続
い
た
。
に
も
か
か
わ
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ら
ず
太
政
官
は
動
か
ず
、
同
年
二
月
一
四
日
の
文
部
卿
木
戸
孝
允
の
上
申
に

よ
り
分
離
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
、
翌
八
年
二
月
九
日
に
至
っ
て
よ
う
や
く
分

離
が
決
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
文
部
省
に
戻
さ
れ
た
の
は
湯
島
聖
堂
及
び
小

石
川
薬
園
の
名
義
で
あ
り
、
合
併
の
際
に
博
覧
会
事
務
局
に
移
さ
れ
た
物
品

や
書
籍
は
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（
３２
）
田
中
不
二
麿
は
、
明
治
六
年
三
月
に
帰
朝
し
た
直
後
、
文
部
省
三
等
出
仕

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
年
一
一
月
二
日
に
文
部
少
輔
、
翌
七
年
九
月
二
七
日

に
文
部
大
輔
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
六
年
四
月
一
九
日
に
文
部
卿
大
木
喬
任

が
参
議
に
転
任
し
て
か
ら
明
治
七
年
一
月
二
五
日
に
参
議
木
戸
孝
允
が
文
部

卿
兼
任
と
な
る
ま
で
、
文
部
卿
の
座
は
空
席
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
は
田

中
不
二
麿
が
省
務
を
管
理
し
た
。
ま
た
、
木
戸
が
同
年
五
月
十
三
日
に
は
文

部
卿
を
辞
す
る
と
、
そ
の
後
十
一
年
五
月
ま
で
の
四
年
間
は
文
部
卿
を
欠
く

こ
と
と
な
り
、
こ
の
間
、
田
中
不
二
麻
呂
が
再
び
省
務
を
摂
行
し
た
。

（
３３
）
前
掲
、
関
秀
夫
『
博
物
館
の
誕
生
―
町
田
久
成
と
東
京
帝
室
博
物
館
―
』

九
七
頁
。

（
３４
）
前
掲
、
田
中
芳
男
、
平
山
成
信
編
輯
「
澳
国
博
覧
会
参
同
記
要
」
中
篇
、

四
〜
一
二
丁
。

（
３５
）
澳
国
博
覧
会
事
務
局
『
澳
国
博
覧
会
報
告
書

博
物
館
部

上

博
物
館

二
』（
澳
国
博
覧
会
事
務
局
、
一
八
七
五
年
）
一
丁
。

（
３６
）
『
百
年
史
資
』
三
五
〜
三
七
頁
。

（
３７
）
『
百
年
史
資
』
六
〜
七
頁
。

（
３８
）
高
橋
雄
造
『
博
物
館
の
歴
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
）
一

九
〇
〜
一
九
七
頁
。

（
３９
）
こ
の
「
教
育
」
と
は
、
所
謂
「
学
校
教
育
」
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
ワ

グ
ネ
ル
が
報
告
書
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
勤
学
ノ
望
ヲ
奨
励
シ
意
匠
ヲ
開
キ

競
進
出
群
ノ
心
ヲ
振
起
シ
或
ハ
内
外
ニ
於
テ
結
ビ
タ
ル
成
果
ヲ
比
較
ス
ル
ヲ

許
シ
而
シ
テ
又
タ
諸
民
ヲ
シ
テ
更
ニ
善
ク
自
国
ヲ
知
ラ
シ
メ
又
タ
自
国
ヲ
誇

リ
或
ハ
自
国
ノ
民
尽
ク
外
人
ト
同
ク
文
学
芸
術
ミ
ナ
高
位
ニ
居
ル
ヲ
見
ン
ト

熱
心
セ
シ
メ
以
テ
愛
国
ノ
感
ヲ
生
セ
シ
ム
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

（
４０
）
馬
場
宏
二
『
会
社
と
い
う
言
葉
』（
大
東
文
化
大
学
経
営
研
究
所
、
二
〇

〇
一
年
）。
以
下
、「
社
」「
会
社
」
の
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て
は
、
同
書
に

依
拠
す
る
。

（
４１
）
『
度
日
閑
言
』
に
お
い
て
、
営
利
企
業
の
意
味
で
「
会
社
」
の
語
が
全
く

用
い
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
東
・
西
イ
ン
ド
会
社
な
ど

が
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
例
外
的
な
用
例
で
あ
り
、
し
か
も

国
策
的
特
権
企
業
で
あ
り
、
営
利
企
業
一
般
を
「
会
社
」
と
呼
ん
だ
の
で
は

な
い
。（
前
掲
、
馬
場
宏
二
『
会
社
と
い
う
言
葉
』
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）。

（
４２
）
万
国
博
覧
会
参
加
の
た
め
の
業
務
を
行
う
た
め
、
よ
り
多
額
の
予
算
が
つ

い
て
い
る
博
覧
会
事
務
局
に
統
合
さ
れ
た
ほ
う
が
、
大
き
な
事
業
へ
と
発
展

し
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
は
、『
百
年
史
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
通
り
で
あ
り
、
事
務
局
へ
の
統
合
が
よ
り
望
ま
し
か
っ
た
こ
と
は
、
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

（
４３
）
イ
ギ
リ
ス
博
物
館
史
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
に
よ
る
。
矢
島
國
雄
「
博

物
館
の
社
会
史
―
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
博
物
館
の
発
達
史
を
中
心
と
し

て
―
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
三
九
、
一
九
九
六
年
）
同

「
英
国
博
物
館
史
そ
の
２
」（『M

useum
Study

』
三
巻
、
一
九
九
二
年
）。
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（
４４
）
近
世
に
お
け
る
本
草
学
、
博
物
学
、
物
産
会
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
に

よ
る
。
上
野
益
三
『
博
物
学
者
列
伝
』（
八
坂
書
房
、
一
九
九
一
年
）、
西
村

三
郎
『
文
明
の
な
か
の
博
物
学

西
欧
と
日
本
（
上
）』（
紀
伊
國
屋
書
店
、

一
九
九
九
年
）、
同
『
文
明
の
な
か
の
博
物
学

西
欧
と
日
本
（
下
）』（
紀

伊
國
屋
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
矢
島
國
雄
「
我
が
国
の
博
物
館
創
設
事
情

を
め
ぐ
っ
て
」（『M

useum
study

』
二
二
巻
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
４５
）
一
七
五
一
年
の
「
本
草
の
会
」
に
つ
い
て
、
宝
暦
年
間
の
京
都
・
大
坂
の

薬
品
会
記
録
で
あ
る
『
赭
鞭
余
録
』
や
『
文
会
録
』
で
全
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
物
産
会
と
い
う
よ
り
は
本
草
書
の
会
読
の
会
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。（
磯
野
直
秀
「
薬
品
会
・
物
産
会
年
表
（
増

訂
版
）」『
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
紀
要

自
然
科
学
』
二
九
巻
、
二
〇
〇
一
年
、

五
五
頁
）。

（
４６
）
江
戸
時
代
の
こ
の
よ
う
な
集
団
は
、「
社
」
と
は
い
っ
て
も
確
固
た
る
組

織
を
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
質
的
に
指
導
者
的
立
場
・
中

心
的
存
在
を
担
っ
た
人
物
は
い
て
も
、
役
職
と
し
て
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
磯
野
直
秀
は
、
嘗
百
社
に
つ
い
て
、
会
主
や
会
頭
と
い
っ
た
役

職
は
置
か
れ
ず
、
盟
約
・
規
則
、
名
簿
な
ど
の
資
料
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
、

と
指
摘
し
て
お
り
、
か
な
り
緩
や
か
に
結
び
つ
い
た
集
団
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
「
創
立
案
」
で
は
、「
会
盟
の
法
則
等
は
更
に
相
調
へ
財
本

を
積
で
」
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
組
織
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
点
は
大
き

く
異
な
る
。（
磯
野
直
秀
「
尾
張
の
嘗
百
社
と
そ
の
周
辺
」『
慶
応
義
塾
大
学

日
吉
紀
要

自
然
科
学
』
四
七
巻
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
頁
）。

（
４７
）
『
百
年
史
資
』
五
六
一
〜
五
七
〇
頁
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
平
成
二
九
年
度
―
三
一
年
度
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励

費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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